[image: C:\Users\yokada.OSMK\AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCache\Content.Word\oshima_composition_bk1.jpg]今月のお知らせ　第３６２号国税庁のインボイス特設サイトの「質問の多いお問い合わせ」に追加された内容は、実務的にかなり大きな軌道修正が掲載されているので注目です。
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[bookmark: _Hlk144658482][bookmark: _Hlk144654726]　令和５年10月にスタートしたインボイス制度。適格請求書の記載事項に誤りがある場合には発行者に再発行を求めなければならず、実際に再発行を求めるのは運用上困難でした。その他にも実務的に運用困難な取り扱いがこの４月までにQ&Aの改訂・追加という形で軌道修正が行われており「質問の多いお問い合わせ」として取りまとめられています。今回はその一例をご紹介します。
●誤りがある適格請求書の交付を受けた場合
[image: テキスト

自動的に生成された説明]記載事項に誤りのある適格請求書の交付を受けた場合は、その適格請求書を発行した事業者に修正した適格請求書の再発行を求め、修正後の正しい適格請求書を保存しなければならず、自ら修正することは認められませんでした。しかし、「質問の多いお問い合わせ問⑥」では、自ら修正するのみでなく、その修正した事項について相手から確認を受けることで適格請求書の保存の要件を満たすこととされました。

●適格請求書発行事業者からの課税仕入れに経過措置の適用ができるか
　免税事業者への配慮として、令和11年9月30日までは、適格請求書発行事業者以外の者（消費者、免税事業者、登録を受けていない課税事業者）からの課税仕入れについては、一定割合（消費税額の8割、5割）を仕入税額として仕入税額控除ができる経過措置が手当されています。
　「お問い合わせの多い事項問⑦」では、仕入れ先が多数になるため、登録番号を調査する事務負担の観点から、インボイスの登録番号の記載されていない請求書を、適格請求書発行事業者から交付を受けたものを含め一律に、経過措置の対象として良いかとのQAが追加されており、適格、非適格を問わず経過措置の適用が受けられることとなりました。

その他、実務上の負担軽減となるQAが多く掲載されていますので、一度下記のURLをご確認されておくことをお勧めします。

令和５年10月～令和６年３月版
お問合せの多いご質問（令和６年４月８日更新）（PDF/1,684KB）
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokubetsu/shohi/keigenzeiritsu/pdf/0521-1334-faq.pdf
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